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こ
の
度
．
全
道
優
良
農
協
と
し
て

北
農
中
央
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し

た
が
、
こ
の
事
は
組
合
設
立
以
来
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
今
日
の

中
標
津
町
農
協
を
作
り
上
げ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
数
多
く
の
組
合
員
に
よ
る

刀
の
結
果
の
腸
と
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
直
接
述
営
に
当
「
て
こ
ら

倭弔

れ
ま
し
た
多
く
の
先
輩
役
員
及
び
職

員
の
努
力
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ

と
は
、
’
’
一
一
口
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
こ
の
栄
誉
あ
る
表
彰
に

恥
な
い
よ
う
役
職
員
一
体
と
な
り
、

｜
層
の
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
も

益
々
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
巾

し
上
げ
ま
す
。

床鍋中央会会長より表彰をうける

児玉組合長と三浦参事
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幾

一
豊
か
な
北
海
道
農
業
へ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
》

会
長
床
鍋
繁
則
》

》
北
海
道
優
良
農
協
’
事
績
腱
良
農
私
は
「
北
海
道
農
業
基
本
擶
想
」
の
》

彌
灘
灘
獅
蝋
纈
咋
鰊
繼
瀦
禰
撫
駝
艸
純
一
一

一鍵阯釿搾酎》に錘嘩蔬靹勘赫檸ぅ逹化辨畦鍬鼬錘許嘩一９岬すカー
》
誉
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
は
農
協
瓢
識
役
職
員
、
そ
し
て
荷
車
》

は「北海道農業基本拙恕」を意味》
へ
邦
で
あ
り
ま
す
。

》
今
日
の
農
業
・
農
協
の
発
展
は
、
し
、
新
時
代
の
豊
か
な
北
海
道
農
業
》

銅
厳
し
さ
の
中
に
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
の
実
現
を
め
ざ
し
、
組
合
員
と
農
協
『

》でありますが、その歴史をたどが力・を合わせ、一体となって努》
》ってみますとき、産業組合以米、力しようというものでありまＴ》
》つねに難局の克服に果たしてき農業にとって「協同の力」の尊さ》
毎
た
「
協
同
の
力
」
の
偉
大
さ
を
忘
れ
る
は
時
代
が
い
か
に
変
ろ
う
と
も
不
変
や

一一」とができません・
で
あ
り
ま
す
Ⅲ

》
本
日
、
表
彰
の
栄
に
郡
く
み
な
さ
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ハ
イ
》

》
ま
の
足
跡
に
も
、
「
協
同
」
の
旗
印
の
｝
プ
ク
や
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
象
徴
さ
←

》もと貢献された業談は数多く、れる超近代化・国際化時代を迎》
》今日の繁栄の礎を築かれた功紙え、目から学習し、高度な判断》
》は、筆舌に尽くしがたいもので力のもとに対応することが一層》
》
あ
り
ま
す
。

重
視
き
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
『

》
本
道
農
協
系
統
組
織
で
は
、
い
ま
そ
ん
な
環
境
の
も
と
で
、
永
年
に
》

》新時代農業をめざして「北海道・わたって培われました世重な経》
》農業基本構想」の実践に取り組験をもとに、ますますご北健で》
》
ん
で
い
ま
す
が
、
同
購
想
の
推
進
も
農
協
運
動
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
す
や

』腕翻繩柵順涼！」聴噸戯」洲”箙一
と
い
た
し
ま
す
。
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寵
■
新
入
職
員
四

石
毛
陽
子

｛
生
活
課
生
活
府
舗
係
一

生
年
月
日
昭
和
皿
年
５
月
７
口

中
標
津
高
等
学
校
商
業
科
卒

￣ で
■ よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

村
則
子

（
生
活
課
生
活
店
舗
係
）

生
年
ｎ
日
昭
和
胡
年
ｍ
Ｈ
ｇ
Ｒ

中
標
津
高
等
学
校
一
瞬
薙
科
卒

１
１
 

一
箏
霊
識
勤

百月

田
中
し
げ

一
生
活
課
生
満
店
舗
係
）

生
年
月
Ⅱ
昭
Ⅲ
皿
年
５
月
出
日

中
概
瀧
高
校
学
校
商
業
科
卒

塩
澤
裕
美
子

（
営
農
資
材
課
生
産
資
材
係
一

生
年
月
日
昭
馴
虹
年
６
月
田
口

中
標
津
高
等
挙
校
普
通
科
卒

■ 

/冨笥、

可

鳥
羽
ま
ゆ
み

｛
金
融
共
済
課
金
融
係
）

生
年
月
日
昭
仙
岨
年
１
月
幻
日

中
標
津
高
等
学
校
商
業
科
卒

赤
波
江
か
お
り

（
企
画
管
理
課
管
理
経
理
係
｝

生
年
Ｈ
ｕ
昭
和
Ⅲ
年
６
Ⅱ
躯
、

Ⅲ
標
馳
と
塁
で
学
校
満
薬
科
卒

■
退
職
者
■

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

川
崎
靖
子

〈
金
融
共
済
課
金
融
係
」

新
井
英
子

（
金
融
共
済
課
金
融
係
｝

田
中
三
子

書
震
資
材
課
生
産
資
材
係
）

中
標
津
町
農
協
熟
年
会
で
は
、
二

Ⅱ
二
十
六
日
か
ら
一
一
十
八
日
ま
で
の

三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
弟
子
屈
鍔
別

に
て
、
冬
期
研
修
を
行
い
、
七
卜
名

の
参
加
を
得
た
。

第
一
Ｈ
は
、
老
人
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
講
習
と
農
協
の
車
業
概
況

報
生
兇ま
ず
川
役
場
の
白
金
保
健
婦
さ
ん

に
よ
る
老
人
の
「
ボ
ケ
対
策
」
老
人

に
な
る
と
、
運
動
と
考
え
る
こ
と
が

少
な
く
な
る
の
て
「
ボ
ケ
」
や
す
く
な

る
、
も
り
と
芳
い
者
に
負
け
な
い
よ

う
に
運
動
し
、
頭
を
使
わ
な
け
れ
ば

だ
め
だ
と
、
映
画
を
使
っ
て
の
講
義

を
受
け
た
。

次
に
高
橘
管
理
部
長
か
ら
は
、
農

協
の
事
業
概
況
報
告
と
年
金
の
お
話

が
あ
り
、
後
は
ゲ
ー
ム
等
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
淌
三
す
。

冬期研修
盛会に
おわる.〃

代庖ﾐ、

第
．
｜
ｎ
は
、
日
頃
円
慢
の
腕
前
を

存
分
に
発
揮
７
の
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大

〈
海

一
位
武
佐
チ
ー
ム

二
位
第
二
俣
落
チ
ー
ム

三
位
俣
落
Ａ
チ
ー
ム

会
員
の
感
想
Ⅱ
こ
ん
な
楽
し
い
愉

快
な
研
修
は
何
回
あ
っ
て
も
良
い
。

ま
た
会
お
う
，
穐

鶴灘i鍵！;！
－５ 
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熱心な研修風景ゲートボールで楽しいひととき
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格｡関連対策決まJii三三F’三コ
可

事故率の|氏下等による生産性の向上とlu育

素牛の安定的な供給に資するよう、酪農経営

が乳用雄子1二の哺育育成の開始・塔頭を行っ

た場合に奨励金を交Ⅱ.するとともに、Ⅱ１１青育

成センターにおいて乳用雄予と'二の哺育育成を

行う場合に奨励金を交付する。

めの活動に要する経費につき助成する。

（ｳ）また、発醇乳等lrI生\L取りlの円滑化を通

じて生乳滞要の増大をI到るため、発酵乳等

向出札取りIのlifii認等に要する絲賀につき助

成する。

（ｴ）発酵乳等の製造工場において、生乳等を

直接使用しうる施設等の整備を促進する。

②飲用牛乳消費拡大対策<11億＞

従来行ってきた幼稚園児等の｣|』乳飲用の促

進、その他飲用牛乳,7)消費拡大のための対策

を引き続き推進する。

⑤乳肉複合経営等の推進対策く４億＞

酪農の安定と優良な肥育素ﾉﾄの供給拡大を

図るため、酪農経営内における乳Ⅲ雄-f牛の

111判青育成の開始・｣１１i噸及び地域内の酪農経営

者との組織的な連携の下に行う乳）Ⅱ雄-f牛の

共同Ⅱ而育育成を行う者に奨励金を交付する㈲

(2)酪農対策<50億＞

①酪農負債整理資金の融通<利子補給額21億＞

昭和56年度から貸付が行われている酪農経

営負債整理資金について、負債蜷迎計画に対

する最終の対策を識ずることとし、６０年度以

後の酪農経管の安定か図らjLるよう、利子輔

絵基金の拡大等所要の措置を行う。

②酪農経営安定特別対策く１億＞

酪農経営の安定的発展を図るため、酪農家

段階における課題及びその解決方向について

の調査検討並びに後継者の礎,係、乳肉複合推

進等;隆営改善のための啓蒙を行う。

③飲用牛乳市場正常化対策事業<13億＞

同生乳の用途別計画し'三産を的確に推進し、

飲用牛乳の流通の腿i1iLを改善するため、生

産者団体が需要の変動に|半う飲用向LL乳の

余乳の廉売を防止するよう加［向けとの驚

額につき、とも補償を行う場合'二所要の助

成を行う９

（ｲ」飲I|｣向け生\L流jmの適正化を促進するﾌﾟこ

『輪

[3）食肉流通消費改善対策く23億＞

食肉の流通改善と消費省llli格の安定を図るた

め、111H青期間の煩縮等によ])雌コストの牛肉生

潅を行い、合理的な|而格で牛肉を供給する肉用

,卜経済肥育技術定着化事業、国産若|肺肥育牛肉

流通消費促進事業、食肉小売店における適正表

示等を推進する食肉消費改善普及事業、規格部

分肉の流通を促進する食肉規格取引推進事業等

を推進する,、

氏＝、
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畜産物価へ軍jﾂﾞ招和ｅ０年度
農水省は３月29日、６０年度の酪農・畜産物価格並びに周辺対策を自民党に説明し、了承を得られた

二とで、系統組織挙げて取り組んだ農民春闘は終息した。

詳細は別記のとおりであるが、限度数量の８万トンの上置きがあったものの、価格は全くの据置き、
関連対策費も前年を大きく下廻るなど、要求内容とはほど遠いものであり、極めて不満の残る結果と

なっている己

，しかみ、祁道府県向用-F'|:１m総安定錐金協会

の交付準備金に不足が生ずる場合'二、その協

会に剥し資金の貸付けを1丁う全国肉用ｒ牛価

格安定｣JE余協会の融資堆備財産の拡允等を行

う蔵

z肉用子牛の生産奨励対策く37億＞

肉（!｣[用廠の繁殖経営の規樅拡人を促進する

ため、繁殖雌牛の規模拡大を行った繁殖経営

に対し、Ｊ牛生産拡大奨励金（子牛1頭当'）

２万円）を交付する。

また、肉用｝と|この平均llUi格が3Ｍ円を下廻

った場合、繁殖雌牛の飼養規棋を維持する繁

殖継営に対し、子牛生雄維持奨励金（千，l-L

Hil当たり１万円）を交付する＿

⑬肉用牛生産の定着化促進対策<23億＞

行Ｉ農協等か肉専用種雌牛子牛等を燗人し、

一定期間農家等において委託飼養した後、

ﾆｵLを合理的なｆ牛生産経営の拙い千に譲

渡する場合、」頭当たり１万ｌ「･lUの奨励

金を交付する。

また、繁殖雌牛の増螺のため、肉用牛経

営において、家畜市場等からIMi人した雌｣'二

に砿付し、受胎の確認をした場合、１頭当

たり２万円の奨励金を交付する。

（ｲ）組織的かつ合理的な肉用牛生産の推進に

資するため、肉用牛価格の変動に対応して

して低利のIU育素'｢導入資金を供給する。

(５，乳肉複合経営等の推進対策<４億＞
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1.1921塁Ｌ】２(]ILj安定韮勤価硲 １．１２０円

２．畜産物価格関連対策

昭和60年度畜産物Ⅲ[i格|則連対策として、次の稲

葉を推進する。

（１）肉用牛対策計117億

①肉用牛経営合理化資金の融通助成く利子補

給38億＞全体３ヵ年500億

｜勾用牛経営の安定合理化を図るため、農協

等融資機関が、その自助密ﾉ｣により、関係団

）体等と一体となって、Ⅱ召和60年度から３ヵ年

計画て、既貸付金の条件緩仙等の措置ととも

に、長期低fll資金（末端匠付利率５パーセン

ト（特認3.5パーセント＞、償還}しI]限７年以内

〈特認１０年以内八慨置期間３年以内）の融迪

を行う場合、一定の利子軽減助成（年Ｂハー

セント′特認3.5ハーセント、）を行う。

②肉用子牛価格安定対策く15億＞

最近における肉用子牛価格の低落状況仁か

圧一円

Ｓ０年度_畜産牧価 ）露一搾一１忽回。
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表１てん菜育苗管理基準 ／、

厄
億国圏図画

iＴ 一
隈I9r時型 ゐちし，

匹唾諦巫１１のﾌﾟﾗﾄﾞ』 〒の御温水

蹄睡'二銭範を弧iZlL彪

腱紙繭の潅部まで十

分水が投避すらＪｌ７ｌ

ｌＭ当りl(]－１５V”水を
蝕皿に分{+てかけ為｡

ロ！ LjL《鑑一に才吃

り苔遣る＿
西で121鷺にI最つ上司'二

Ｌ３０ｒを砲吋にこｇな

いJ：?にnIXllllは５℃

以下にならないように
する．

２mトンネノ､保沼マッ

トhML夜ともかけど．

iHMAと牝IMA〃Ⅲ.｢二瀞Jら

る凹混度か釦℃を二鬼
ら｣B合｢ニトンネ川の１Ｍ

およびﾊ'ブスの戸をIiH

Ifて』&没の$輌Ｅｒｉｈ唇

２１［トンネル侃擢マン
｝｢急夜１１１１力みかIｻﾞ．H
l1I刀苗や日･庇liI】ZDiil（

鰹に征回1-1る･

゛､ウス切腿や戸塞IMI【ナ

て隅嘆き,１W師する．

腿廠IⅨ.、上に捜復,11世

段謎する．夜１m｢ｆ２Ｈｉ

｝プネル勿上にき'訂に
シートをかける“

房型一・罫面蝿ナ

ト辮生蕊ｉｉｉ辮饅ぺ分切りまで て
ん
菜
栽
培
の

艫Ⅷ鵬…扇ｌ
上に２屯'二.－１岳か

煙

鷲荊Uか；､葹對

随三一二

早く雄一に発必

ちぜ証fIhの皿ｶﾛ

ﾚ､苗を己くる“

発券が飴衰一七Lrilitzk

を行い］･鞭糞drtHIj
侭に-『ろ。

15t1浬ⅨIニハ!つよ’Ｉ：

Ｌ印1.書こぎｎFいより

に=皮iMll45r以1,に
なら繭ぃｋぅに弓１局 ポ
イ
ン
ト

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

『
‐
．
‐
Ⅱ
ｒ
Ｉ
」

ける．
｡ 

列 醒麗に汀ごろ． 択iHlIAI勿化LHl力『腿鼻沿ｉ呂度hIl上1ｺぬように『闇
ざ(土の喪禰かろ２cnIHllは0℃以下になら在

以l-乾いた:11:鰹’な＄Ｌいよ，に-i-乙學iii牛1ｋ
限IMii水をひ力える．iVlF上''二半1.1fヵ‘っ維々'二

瀞[iHに近づけるよう
￣￣ 

〈二丁臣、

111]51｢急早ロ'二行、．α
誌舸防除のためタチヵ

しげ液剤を欣市作るワ
ロ塵Tわし"式」に．
｢がIi後25ｓＨを１１通と

Ｌ･苑ｉｕ･･卜嘘水分オス

瞳をみなが”iLTう＿

登矧･櫛か､司定nn
lOBIMI当Ｚ

⑨ 面を7卜菰Hニな凡

.｢‐ 鱒麟瀞|…鋤…
分橿逃す凸.L7iH1求守１

ヒニー几夕】M1や戸を完

危にIlN肱-1-る，
麓'二F『iか力か旧いよ弓

'二ｉｆ亜Pする．定敢10m繭から

窟、崖で

’ ￣ 

￣ 

表２苗づくり不良の原因と対策
壷

~17重霜7三

弧 肌 Ⅲ r） 112 

苛勾充隊力q雇い かん水不足一ＩＩＬ料のIRI愚｝ ■Iiiを１分'二ｈえる．絢栫HＭＰ

２発J1にむらからろ かんぷtJih･肥1ｉｆ画U言 Ｂ衝蕊I5irL酒

円 講卜窒面が白い状蝿 ME利の過転 ノ●〃'各lili布LHE科莚？10ぬる．

へ行えの繭i劇は』ＩＬＯが牛が皇言「ｆｒｌ１ 【DK子が処Hテ.ごＢＵ名 ●Ｎｉ天のH1ゴマ，Ｉ２１土が1．

本
年
も
て
ん
菜
の
育
苗
期
に
入
り

ま
し
た
。
基
本
技
術
を
守
っ
て
、
丈

夫
な
苗
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

｜
、
育
苗
期
は
水
管
理
と
温
度
管
理

「
て
ん
菜
一
育
苗
管
理
韮
準
」
（
表
こ

の
内
容
を
再
確
認
し
て
、
健
苗
育
成

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
、

二
、
作
付
予
定
ほ
場
の
早
期
融
雪

四
月
に
入
り
、
か
な
り
雪
ど
け
が

冗濁がＬｆ二が後の生行が悪い．蒸力職■
■
 

●敵肥謙肉迫犯金引詐．
if色となる＿

６ 池ぎわかGDBＷ(て1J｣ていく＿

肩，ト'二日い方上が発生する．

Ｆ In句何農が悪い

＄ 

Ⅱ lnHMAlIfEFi ■温匹滑理1二i｢五

|ﾛ 廼科T･足「器I：陽催Ｉ ●騨鑑分の多い縦MgEMj[Iii-Tる゛

…-'……Ⅱ…岬
●スボト1)6に走進弓j･ろ場合力聾L`広

冒』N(1)除卜'て瀞ｒＨｒ防除-i･ろ＆
●砿触II1IifM3｢亭lI守る“

H２ 

冨
牢
の
滝
場
さ
ん
の
Ｄ
剤
一
一
ハ
ウ
ス

の
中
て
、
会
年
も
ビ
ー
ト
の
ペ
ー
パ

ー
ポ
ッ
ト
へ
の
工
詰
め
、
は
霞
の
共

同
作
業
が
始
ま
り
ま
し
だ
。

十
一
戸
程
の
ビ
ー
ト
耕
作
農
家
に
よ

り
一
一
一
月
一
一
十
三
曰
か
ら
十
曰
位
の
曰

程
で
作
業
が
進
め
ら
れ
、
出
来
上
っ

た
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
は
鰹
そ
れ
ぞ
れ

の
耕
作
農
家
に
引
き
取
ら
れ
て
行
き

進
ん
で
い
ま
す
か
、
ほ
場
の
条
件
に

よ
り
、
吹
き
だ
ま
り
・
防
風
林
の
陰

な
ど
雪
の
多
い
所
が
あ
り
ま
す
の
で

排
除
し
て
融
雪
を
早
め
る
必
要
が
あ

Ⅱ
ま
、
す
ｕ

全
面
的
に
雪
が
残
っ
て
い
る
場
合

に
は
融
雪
資
材
の
散
布
や
ト
ラ
ク
タ

ー
の
走
行
に
よ
っ
て
ほ
場
而
を
露
出

さ
せ
る
と
融
雪
が
早
ま
り
、
早
期
定

植
へ
向
け
て
の
準
備
と
な
り
ま
す
。

三
、
定
植
期
以
降
は
排
水
対
策

昨
年
は
定
植
期
以
降
、
高
温
少
雨

と
い
う
量
勵
の
条
件
が
与
え
ら
れ
た

た
め
、
活
着
と
そ
の
後
の
生
育
は
非

常
に
順
調
仁
縫
過
し
ま
し
た
が
、
ｒ

年
の
天
候
で
は
、
打
月
下
旬
～
六
月

上
旬
は
低
温
・
多
湿
と
い
う
条
件
が

多
い
の
で
、
い
か
に
排
水
対
策
を
行

「
．
“
．
．
「

厩
中
標
濯
通
信
舅
渥
よ
り

！
”
轤
一

徐司、

通

Ｊ－ 

示
し
た
Ｃ

会
年
も
壹
作
の
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
”

「
て
、
地
柵
を
ｋ
外
さ
せ
る
か
が
、

「
カ
ギ
」
と
を
り
ま
一
％

①
移
樋
後
、
早
急
に
「
畦
間
サ
ブ

ソ
ィ
ラ
ー
」
を
入
れ
る
。
（
｜
｜
｜
朧

用
、
深
さ
一
一
一
１
－
四
十
型

た
だ
し
、
ほ
場
の
中
央
部
か

低
い
場
合
や
ほ
場
が
大
き
な
起

伏
が
あ
る
場
合
は
、
逆
に
水
か

集
ま
っ
て
湿
害
を
受
け
る
の
て

や
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
中
耕
・
除
草
作
挫
雪
カ
ル
チ
ベ

ー
タ
｝
は
苗
活
着
後
、
繊
草
の

発
芽
直
前
に
第
一
回
目
を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
は
雨
降
り
後
、

水
か
ひ
け
て
か
ら
作
業
を
行
い

七
月
ｋ
旬
ま
で
に
五
回
を
目
途

と
し
ま
す
な

蝋ロ

生1寸時蝶 ねらい
洲水 ［且度

辿喚菅型の方Ｈ その他

③ 

芽切りまで

￥《蕊･‐に才切

リ舌ぜる．

蘭離に続繭を班ＩＨＩした

陵．紙繭の潅部まで卜
分水が投避すら｡kう１

１M当I):(]－１５Vの小を

吐皿;二分{ナでか(ナ為ｑ

25℃1旦1厘'二際つ上包'二

Ｌ釦汚を絶対にこ昌武

い,ｋうI::画lRlMIは５℃

以下にならないよ昂'二
する．

２mトンネル保橿マ,I，

卜｢it徒夜ともかけて．

係'1Aと牝燃防Ⅲ､に瀞Jら

る凹混度か釦℃を写え
ら｣B合｢二j･ンネルの鵬

およびハ'7スワ)戸をIMJ
l＋ごjlA艇のl紘而を.i･ら唇

腿廠IⅨ.､.“三浬復,11舍

識謎する．夜１m｢念２Ht
i･ﾝネルの上に吾らに

シ･･達かけるⅥ

鮴H1リから発酵

櫛三･二

早く雄一に爺』

さ箸砿悩の辿力

ら､苗をうぐるゅ

発芽が飴衰つとLrilik水

をｻﾃ;､。：･鞭奥山iをHIj

侭に-1-る倉

15で卿j[ll3Rつよウに

写:iOT･蟄・きたいよ弓

に一皮iMll45で以Ｔｌ二

なら豹･い｣:；に弓j･ろ

ZIIlトンネル侃担マン

;･｢急夜lⅡi刀み力､Iｻﾞ．【！
'!'の苗やけ．夜liI】の雛
野にit回:－１⑥

登矧･灘かIh麓nＨ

IOBliM邑看

襲憧に赤く器ロ 菰iHlFI勿出4Kが蝿鼻過

ぎ（土の迩禰かろ２cnl

以:B乾いた状挫）もL、

l1MIl批水をひ力･え.る．

i昌度hL､い&ぬようにiZ

Hllばりで獣下にならな

いように-1-乙學iii牛Ik

ivlF上ｌｉ品半1.Mか`,維々I』：

勝抗iHl二近づける上与
に:Ｔ･ろ

ハウ式”鰹や｢I雪IMIけ

て隅嘆書１１W節する．
111]5i｢よ月[Hiﾆﾄf弓．血
誌舸防除のたぷ】タチガ

レン液剤を欣布･Ｉら･
『蔭↑もし〃式」に．

｢aiiIi後25ｆｌＨ２ｌ１ｉ笹と

1,.発限･･tLf水分オス

瞳をみながらlTう．

定敢IUn繭から

冠、虞で

苗を外筑にもPら

「。
定IAIiiF7ｸﾞ〕午iXまで獅

水:像い。午後かもlユ

鎚繍幻底部よ･ご水が1.

分橿途すあ.l:うiH1水!;。

ｳﾞﾄ気6.2瞳力jlLづ【ナ屋 味二・・IL参】IHIやFTを完

全にIIfIM[１.ろI，

蟹'二ifi力;かからぬよう

l民生迩十ろ.

壷狄 M1(ＩＩｑ ｈｌｊＩ[ 

全羅に荷幻発』イカr悪い』 かんgkZ弓ｈＬ１ＩＵ料の遇剥 □水を1.分lニクえる。適正0t肥
ひ
￣ 鑓J1になおかめ星 かんぷ匂8h．U21irむU､己 Ｂ斑:罵I5iiL踵

講唖卜変節が白い状態。 !E*lの過剰 ●水苔'１t布LXEFl廷ヴナぬる．

､ウス内両創l土｣い0力にＩ芯が豊芽Ｌ漆1 １１m子が畦IテーごＢ､ろ ●IIi天の］｢１？ｙｉ２Ｉ土が↑

葹對･がＬｆ二が後の生行が悪Ir1、蕊力《

蔵色となら§
巴*hbr不足 ●飛肥秀肉追記を】了う蔓

池ぎわから８Ｗして},J杙いく＿ １ｺとん２，.幽l拙｛､ ●ﾀﾃﾞｶﾞﾚﾝが)鯉叶Ii2l化命-｢ろ巾

漏りト;二日5.方IFFが篭且:．；‐る．
紐j奥が商､管｡

ボンＦ１ﾆｰｹ署jIl1が紗寺､８

●水う)琶演jEさ･辿る“１億,;'に｡]･鼻l｝1１

が{l峰ない.Lう'二黛叶l-a

I&勾臘l農が悪い皇 かん水過多．肥#I過園 ●簡製{二Jl;:面

９ 襲がドス裂く.水桜ｲｽに１門『Lる 閃T瀞．Ojl【1KＦ ●釘111の保麓.r[#|日光を'当てない△
1０ 泰伺が民すぎる． 斑ilAlY@t卉 ■温喚祷魂ＩＥｉＦ面
■T 

Lp 座が派紫色を鍔てくら 旺科イ１足：器'二崎hを） ●蝋鑑分の多BG械腿を縦IiiTる

1２ 蕊L二縄色一NRiM逢夕】班.I&力､つくiIf輿瓠山飛
●スポーリトィ)6に濫幽.弓ｊろ鵯合か多L`の

旱砿I)Izfキロマ瀞ｉｎで防除ｉろ。

●砿触II1Iifk｢息｢:､二1,.＃ろ。
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第
十
四
回
理
事
会

開
催
月
日
三
月
七
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

七
地
区
よ
り
細
谷
貝
代
表
七
名

と
学
識
経
験
者
か
ら
二
名
か
新
委

員
と
し
て
選
任
さ
れ
、
姿
砿
さ
れ

る
稲
に
決
定
し
ま
し
た
②

［
新
委
員
］

当
幌
地
区
奥
田
勝
僻
さ
ん

中
標
津
地
区
松
隈
健
二
さ
ん

侯
藩
地
匹
岩
井
外
さ
ん

武
佐
地
区
白
川
農
和
さ
ん

第
一
俣
落
地
区

弾
正
原
肛
春
さ
ん

開
陽
地
区
高
平
幸
夫
さ
ん

俵
僑
地
区
西
崎
兵
入
さ
ん

学
識
経
験
者
遠
藤
太
一
さ
ん

学
識
経
験
者
石
崎
多
門
き
ん

以
上
の
方
々
で
す
。

二
、
市
場
金
利
連
動
型
貯
金
（
Ｍ
Ｍ

の経過

Ｃ
〉
の
取
扱
に
つ
い
て

ｏ
商
品
名
Ⅱ
期
日
指
定
定
期
貯
金

（
）
蔵
人
単
位
Ⅱ
五
下
万
円
以
ｆ
で

ｎ
万
円
単
位

・
期
間
Ⅱ
｜
力
月
以
上
～
六
力
Ⅱ

。
利
率
Ⅱ
日
銀
の
示
す
金
融
市
場

（
Ｃ
Ｄ
｝
平
均
利
率
か
ら
○
・
七

五
％
低
い
利
率
（
毎
週
変
動
す

る
回
）

。
受
人
限
度
１
，
己
驚
不
の
七
十

五
％
以
内

○
取
扱
開
始
Ⅱ
‐
〈
十
年
二
月
一
日

金
利
の
設
定
に
つ
い
て
は
組
合

長
に
一
任
願
う
甑
で
承
認
谷
奴

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
．

三
、
各
種
料
率
の
検
討
に
つ
い
て

一
部
検
討
課
題
は
次
回
の
理
事

会
に
諮
り
現
行
ど
お
り
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
．

四
・
川
資
金
の
減
、
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
ｃ

五
、
爪
組
合
員
の
異
動
と
資
格
審
査

に
つ
い
て

加
入
者
・
脱
退
者
・
脱
退
予
昏

背
杼
々
承
認
ざ
れ
原
樂
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

六
、
農
薬
市
況
対
策
に
つ
い
て

ｏ
対
策
余「
四
一
五
、
’
六
○
円

侭田

Ｃ
内
訳
一
囎
当
リ

ダ
コ
ニ
ー
ル
｜
Ⅱ
Ｃ
円

グ
リ
ー
ン
ダ
イ
セ
ン
三
○
円

・
支
出
期
日
及
び
方
法

昭
和
六
十
年
三
月
八
日

ク
ミ
カ
ン
振
込
み

原
案
ど
お
り
承
認
ざ
れ
決
定
し

ま
し
た
“

七
、
昭
和
五
１
几
年
ト
ー
月
末
組
勘

紡
算
残
の
借
入
申
込
の
追
加
に
つ

い
｝
し、
部
条
件
整
備
を
要
す
件
を
除

き
割
賦
筏
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

八
、
昭
和
」
ハ
ー
年
度
組
合
員
勘
定
資

金
供
給
認
定
に
つ
い
て

一
部
条
件
整
備
を
粟
す
る
件
催

保
留
し
、
他
は
全
件
認
定
ざ
れ
決

定
し
ま
し
た
．

九
、
昭
和
六
十
年
度
各
種
資
金
需
要

申
込
に
つ
い
て

一
部
を
除
き
次
の
と
お
り
承
認

さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

Ｏ
農
協
農
機
具
腱
入
資
金

事
業
資
二
１
件

四
五
、
七
○
○
千
円

融
資
額
四
五
、
Ⅲ
五
○
千
円

ｏ
総
合
施
設
資
金

事
業
費
一
件

二
○
、
○
○
○
千
円

融
資
額
一
八
、
○
○
○
千
円

○
農
協
割
賦

事
業
費
一
件土
、
二
○
○
千
円

融
資
額
三
、
八
○
○
千
円

Ｃ
農
地
取
得
資
金

事
業
費
一
件一
一
、
九
七
五
千
円

融
資
額
二
、
’
’
’
七
○
千
円

、
一
農
業
近
代
化
資
金

學
業
賛
１
件

三
人
、
’
○
○
下
円

融
査
額
一
一
七
、
三
四
○
千
円

、
、
自
作
農
維
持
賓
金

融
資
額
一
一
五
、
二
・
’
○
千
円

ｏ
住
宅
資
金

事
業
費
立
件

六
○
、
○
○
○
千
円

融
資
額
一
一
一
三
、
囚
○
○
千
円

○
町
農
業
後
継
者
改
良
資
金

ｏ
後
継
者
農
業
振
興
資
金

事
業
費
八
件

四
一
一
、
三
四
○
千
川

融
資
額
二
一
一
一
、
○
○
○
千
円

Ｏ
畜
産
近
代
化
リ
ー
ス

事
業
賀
－
｜
件

一
一
一
六
、
几
’
’
’
’
’
’
千
円

融
資
額
一
一
一
六
、
几
二
一
一
一
Ｔ
円

く
協
議
事
項
〉

渥司3

「
昭
和
六
十
年
度
各
部
事
業
計
画

骨
子
｛
案
Ｅ
つ
い
て

第
五
回
役
員
協
議
会
に
付
》
麓

二
、
職
員
の
定
年
延
長
に
つ
い
て

定
年
延
長
を
年
度
内
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
事
務
所
（
金
融
店
舗
）
の
増
改
築

に
つ
い
て

地
区
別
懇
談
会
・
総
会
等
で
説

明
す
る
。

四
、
第
三
十
八
回
通
常
総
会
の
日
催

に
つ
い
て

日
時
Ⅱ
昭
和
六
１
年
五
月
一
日

場
所
Ⅱ
巾
標
沸
町
寿
宴

Ⅲ
、
肉
牛
生
産
セ
ン
タ
ー
及
び
俵
橋

Ｂ
セ
ン
タ
ー
肥
育
牛
・
育
成
牛
の

棚
卸
に
つ
い
て

日
時
Ⅱ
｜
｜
｜
月
一
一
十
二
日
・
二
十

二
、
の
二
日
間

〈
報
告
事
項
〉

『
昭
和
五
十
几
年
度
収
支
兄
込

二
Ⅱ
末
）
に
つ
い
て

二
、
ｎ
治
監
査
実
施
結
果
に
つ
い
て

一
一
一
、
昭
和
六
十
年
度
の
酪
農
畜
産
政

雄
価
格
要
求
運
動
の
儲
対
役
員
会

の
協
議
経
過
に
つ
い
て
．

四
、
業
務
用
卓
輔
の
更
新
に
つ
い
て

五
、
乳
牛
飼
養
頭
数
調
｛
帥
年
２
月

１
日
〕
に
つ
い
て
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ｉ
ｉ
 

睦Ｕ－ズ 乳
検
事
業
も
経
過
の
巾
で
卜
年
鼻

数
え
、
新
た
に
、
乳
検
委
託
繭
業
が

事
業
実
施
主
体
の
民
間
団
体
移
行
五

ヵ
年
計
画
の
杣
助
事
業
と
し
て
発

足
し
て
い
ま
す
。

覗
業
の
内
容
は
継
続
事
業
で
、
新

た
に
後
代
検
定
事
業
が
加
わ
り
、
各

白
生
産
者
が
参
加
協
力
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
詞

事
業
の
枕
格
か
ら
、
全
頭
加
入
受

枕
か
立
て
前
て
、
Ⅲ
求
的
な
加
入
を

牛乳の効用①
ＰⅡ 

牛芋Lを食後に飲むと

胃の中に入った

発ガン物質が
見事に無毒化きれろ

埼玉医科大学教授矢野 行

●
胃
ガ
ン
物
質
が

胃
の
中
で
つ
く
ら
れ
る

今
日
、
人
間
の
す
べ
て
の
ガ
ン
の
八

○
－
九
○
％
に
、
喉
楢
興
境
に
原
因
の

あ
る
こ
と
か
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
欧
米
の
男
性
で
は
、
す
べ
て
の
ガ

ン
の
約
三
○
％
催
タ
バ
コ
、
も
う
三
○

％
は
食
事
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
］
女
性
の
場
合
催
、
六
○
１
七

○
％
が
食
事
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
ま

す
値
欧
米
に
比
べ
て
胃
ガ
ン
か
多
く
、

肺
ガ
ン
が
少
な
い
わ
が
国
で
は
、
食
雫

が
門
ぬ
る
割
合
が
さ
ら
に
大
き
い
と
忠

。
ゆ
れ
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
食
事
を
含
む
毎
日
の

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
撰

択
加
入
で
な
く
、
全
頭
加
入
受
検
す

る
こ
と
に
努
め
、
記
録
デ
ー
タ
ー
の

集
録
と
結
果
成
績
を
得
て
、
牛
個
休

め
選
抜
淘
汰
を
行
い
、
半
群
の
改
良

・
酪
農
経
営
の
安
定
に
努
め
る
よ
？

各
位
の
意
欲
を
促
し
た
い
。

尚
、
四
月
よ
り
、
｜
部
乳
検
成
績

等
の
改
順
が
あ
り
ま
す
。

「
乳
検
成
績
等
の
改
正

□
訳
ロ
ョ
ヰ
・
グ
点
⑫

冑

翁

罫
、
⑪
引
鰹

Ｉ
■
 

〃＝■

喉
旙
に
鉈
意
す
る
こ
と
は
、
ガ
ン
予
防

の
上
で
非
常
に
人
切
な
こ
と
で
す
。

故
・
漸
水
三
雄
仲
上
｛
東
北
大
学
名

誉
教
授
）
ら
は
、
ハ
ワ
イ
に
肱
ｂ
日
系

人
の
食
事
を
悶
鹿
し
、
和
風
食
を
と
る

人
に
胃
ガ
ン
患
者
か
多
く
、
洋
胤
食
を

と
る
人
に
同
か
易
患
者
か
少
な
い
と
い

つ
研
究
精
県
を
発
表
し
て
い
ま
す
“

こ
れ
は
、
日
本
人
の
典
剛
的
な
食
事

の
中
に
、
胃
ガ
ン
に
な
為
危
険
性
の
高

い
食
舶
（
加
工
魚
顛
．
戯
け
物
な
陛
一
）
が

多
く
含
ま
れ
．
西
洋
野
菜
・
牛
乳
な
ど

円
ガ
ン
に
な
る
危
険
性
の
低
い
食
品
が

少
な
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
剛 、
記
録
成
績

の
計
算
方

法

何
一
日
当
り

出
荷
乳
量

の
報
告

二
、
繁
殖
悩
報

に
つ
い
て

希
望
者
の
み

年
額
六
○
○
○

円
、
個
人
負
担

で
す
。
希
望
者

は
乳
検
事
務
局

へ
申
込
ん
で
ド

ニ
」
い
□

iK… 
自榊'１H経失調症

、

鰻ストレスｶｻ目〈身体の変調一

何
と
な
く
だ
る
い
、
や
る
気
か
細

ら
な
い
…
と
い
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ど
こ
か
悪
い
の
で
は
？
と
内
科

を
受
診
し
て
も
「
何
と
も
な
い
」
と
言

わ
れ
た
。
こ
ん
な
時
は
自
律
神
経
失

調
症
を
疑
っ
て
み
る
事
も
必
要
で

す
’
自
律
神
経
と
は
、
内
臓
の
働
き

を
自
動
的
に
調
節
す
る
役
目
が
あ
り

私
達
の
意
志
と
は
関
係
な
く
働
い
て

い
る
神
経
で
、
気
分
を
緊
張
気
味
に

す
る
交
感
神
経
と
心
身
を
Ⅱ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
副
交
感
神
維
か
ら
な
っ
て

い
ま
、
雨
こ
の
一
一
つ
の
神
経
の
ベ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
状
態
を
Ｈ
律
神
経
の

失
調
と
い
ｈ
こ
れ
は
ス
ト
レ
ス
が

Ｈ
ガ
ン
に
な
る
危
険
性
の
商
い
食
品
。

低
い
食
品
に
つ
い
て
、
少
し
趾
〈
体
的
に

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
．
サ
ジ
マ
の
開
き
と
〈
ク

汁
ィ
の
薇
什
物
・
色
同
時
に
食
べ
た
と
し

ま
す
＆
す
あ
と
、
魚
か
ら
は
多
一
甑
参
一
嫌

の
ア
ミ
ン
と
い
う
化
合
物
が
円
で
つ
く

ら
れ
ま
す
。
｜
〃
、
演
叶
物
に
催
多
肚

の
硝
酸
塩
が
含
ま
れ
て
お
り
．
口
や
胃

の
中
で
細
菌
の
作
用
を
受
け
て
Ⅸ
附
溌

と
い
う
物
憧
に
変
化
し
ま
す
’

一
｜
の
亜
硝
酸
は
、
胃
の
中
で
前
述
の

ア
ミ
ン
と
容
易
に
化
学
反
応
を
起
こ
し

強
い
発
ガ
ン
性
の
あ
る
Ｎ
－
ニ
ト
ロ
ソ

化
合
物
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
秘

j須騎

原
因
で
起
こ
り
ま
｛
Ｌ
ス
ト
レ
ス
を

受
け
や
す
い
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
や
せ
た
タ
イ
プ
に
多
く
、
ま
た
更

年
期
の
女
性
は
ホ
ル
モ
ン
の
パ
弓
ン

ス
が
崩
れ
る
為
、
自
律
神
経
失
調
症

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
律
神
経
失
調
症
は
必
ず
治
る

病
気
で
す
。
し
か
し
、
今
日
受
診
し

て
明
日
治
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
診
断
さ
れ
た
ら
医
師
を
信

頼
し
て
じ
っ
く
り
気
長
に
浩
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
自
律
神
縫
失
調
症
に
な

ら
な
い
為
に
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し

た
り
、
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
な
ど

気
分
転
換
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

た
ち
か
二
の
よ
う
な
食
雫
を
し
ば
し
ば

と
る
と
、
胃
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
は
非

常
に
商
、
な
る
わ
け
で
す
。

Ｎ
－
－
－
ト
ロ
ソ
化
合
物
が
．
ガ
ン
を

つ
く
為
過
程
を
少
し
説
明
し
ま
す
’

・
一
二
ず
、
妨
一
段
階
は
．
二
の
化
合
物

か
ら
生
じ
た
ア
ル
キ
ル
些
か
核
駿
（
Ｄ

Ｎ
Ａ
・
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ⅱ
細
胞
内
で
遡
伝
情
報

を
伝
え
る
働
き
を
す
る
。
」
と
反
応
｛
ア

ル
キ
ル
化
反
応
と
い
う
：
）
し
て
、
細
胞

に
突
然
変
異
を
起
二
き
せ
る
二
と
だ
と

海
え
ら
れ
て
い
ま
す
，
こ
の
突
然
変
異

を
起
二
し
た
細
胞
か
ガ
ン
細
胞
に
ま
で

変
化
す
る
に
催
、
さ
ら
に
輔
二
段
階
と

し
て
、
ガ
ン
化
を
促
進
す
る
物
質
が
作

シリーズ゛牛乳の効用頤
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用
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す

癌
た
ち
の
職
近
の
研
究
に
よ
る
と

Ｎ
－
－
－
ト
ロ
ソ
化
合
物
に
は
．
ガ
ン
化

を
進
め
る
作
用
も
あ
っ
て
、
そ
の
作
附

は
ア
ル
埒
ル
化
反
応
幸
一
躍
こ
す
｝
｜
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
二
と
か
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
二
札
は
、
他
仇
研
究
者
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
さ
ま
き
ま
な
実
験
⑪
糀
告
ｌ
｜

も
一
致
し
て
い
ま
す
。

次
に
．
牛
乳
や
西
洋
野
菜
に
代
表
き

れ
る
岡
カ
ン
に
な
る
危
険
枕
の
低
い
食

肺
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

食
品
の
摂
取
量
と
胃
ガ
ン
の
発
生
率

と
め
関
連
性
を
調
べ
た
研
究
に
よ
れ
ば

野
菜
伽
は
、
Ⅱ
本
を
含
め
た
世
界
各
国

で
胃
ガ
ン
に
な
る
危
険
性
の
少
な
い
食

品
で
あ
る
『
｝
と
か
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
．
最
近
の
研
究
に
よ
る
と

牛
乳
の
効
果
に
関
し
て
は
、
卿
築
湛
と

は
『
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
鯵
．

た
と
え
ば
、
前
述
し
た
ハ
ワ
イ
の
日

系
人
に
つ
い
て
ぬ
研
究
で
も
、
一
枇
の

人
に
対
し
て
は
胃
ガ
ン
抑
制
効
果
か
認

め
ら
れ
ま
す
か
．
｜
｜
世
に
な
る
と
明
も

か
な
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
と
親
告
き

れ
て
い
ま
す
ご

日
本
人
雁
つ
い
て
の
研
究
で
は
．
約

十
年
前
の
平
山
雄
博
上
｛
国
立
ガ
ン
セ

シ
タ
ー
部
低
）
ら
の
研
究
に
よ
る
と

牛
乳
の
胃
ガ
ン
抑
制
効
果
が
報
告
苔
凡

て
い
ま
す
が
、
岐
近
必
報
告
で
は
．
そ

の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
効
果
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ
て

効
果
が
ま
っ
た
く
違
う

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
子
眉
し
た
研
究
結

果
が
出
る
の
か
を
巻
え
る
前
に
．
牛
乳

や
野
莱
の
Ｎ
－
ｌ
ｌ
ト
ロ
ゾ
化
合
物
に
対

す
る
作
Ⅲ
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

筆
者
は
、
胃
ガ
ン
の
原
因
物
質
の
一

つ
と
搭
え
ら
れ
て
い
る
Ｎ
－
ｌ
－
ト
ロ
ソ

化
合
物
に
つ
い
て
、
そ
の
ア
ル
キ
ル
化

反
応
と
牛
乳
や
野
菜
と
の
関
係
を
調
べ

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
牛
乳
・
野
菜
に
は
ア
ル

軒
ル
化
反
応
を
お
き
え
る
働
き
の
あ
る

一
一
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
れ

ら
の
食
品
は
．
実
験
的
に
も
細
胞
の
突

然
変
異
を
防
ぐ
作
川
の
あ
ゐ
二
と
か
知

ら
趾
て
い
ま
す
。
二
可
し
た
結
果
か
ら

牛
乳
や
野
築
は
．
Ｈ
ガ
ン
の
原
因
物
質

を
不
活
発
化
す
豹
こ
と
に
よ
り
、
Ｈ
ガ

ン
抑
制
作
用
を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
す
こ

こ
二
で
亜
要
な
一
】
と
は
、
牛
乳
や
野

菜
は
、
原
因
物
衝
と
同
時
に
存
在
し
て

は
上
ゐ
て
そ
の
抑
制
効
果
が
現
れ
る
と

い
う
二
と
で
す
。
つ
ま
り
胃
ガ
ン
の
危

険
性
の
高
い
食
品
を
と
っ
た
と
き
に
．

す
ぐ
牛
乳
や
野
菜
を
と
る
と
、
効
果
か

期
待
で
老
ご
る
わ
け
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
牛
乳
の
胃
ガ
ン
防
止
効

果
が
、
最
近
の
調
鐵
で
は
、
そ
れ
ほ
レ
ー

明
ら
か
で
は
な
い
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

Ｆ可

日
亭
人
の
食
生
活
は
欧
米
化
が
急
速
だ
と
想
像
で
き
る
わ
け
て
ず
＆

こ
め
互
い
に
Ｔ
晴
す
る
よ
う
な
目
的

に
進
み
、
牛
乳
の
掻
収
鼠
は
ふ
え
て
い
今
日
の
日
本
の
「
和
洋
折
衷
」
の
食
上
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
以
上
食

ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
活
は
．
世
界
で
肢
も
堅
想
的
と
い
わ
れ
半
か
欧
米
化
す
ふ
の
を
防
ぎ
，
胃
ガ
ン

る
と
、
牛
乳
は
健
康
的
で
手
軽
な
吻
飲
て
い
ま
す
乱
し
か
し
．
日
本
が
世
界
一
原
阿
物
質
を
不
活
性
化
す
る
作
用
の
あ

み
物
”
と
し
て
、
そ
の
慨
収
量
を
仲
ぱ
の
胃
ガ
ン
多
発
岡
で
あ
る
の
も
事
実
で
る
牛
乳
を
．
上
手
に
利
川
す
る
こ
と
が

し
て
お
り
．
胃
ザ
ン
抑
制
作
用
を
発
揮
す
⑪

効
果
的
だ
ろ
う
と
瀞
え
ら
れ
ま
す
．
そ

す
る
貨
車
時
の
飲
用
は
、
そ
れ
ほ
ど
ふ
胃
ガ
ン
を
減
・
い
す
｝
｝
と
だ
け
を
鱒
え
れ
に
は
．
食
後
に
（
つ
ま
り
Ⅲ
Ｈ
の
・
中
で

え
て
い
燕
い
よ
う
に
思
え
ま
す
壱
つ
ま
れ
ぱ
、
欣
求
型
の
食
生
活
を
と
り
入
れ
胃
か
／
原
因
物
哲
が
で
き
て
い
る
と
き

り
、
Ｗ
ガ
ン
子
防
と
直
接
関
係
の
な
い
加
は
よ
い
わ
け
で
す
が
、
一
一
肌
で
は
欧
に
］
適
諭
の
牛
乳
譜
飲
む
栂
憤
寿
』
つ
け

と
一
一
八
・
で
牛
乳
の
摂
取
量
が
ふ
え
た
た
米
人
に
多
い
ガ
ン
（
肺
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
る
一
一
と
か
大
切
だ
ろ
う
と
凪
わ
れ
ま
す
。

鉤
、
胃
ガ
ン
防
止
と
牛
乳
と
の
け
つ
き
な
ど
｝
の
琳
川
が
心
配
で
す
“
一
一
れ
は

Ⅲ
し
た
関
係
力
現
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
防
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
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/昭和59年度農業所得税手続き終る〃、
結果は下記の通りとなりましたｃ

申告納税者戸数180戸(前年度比51戸増）

納税金額21,081千円(前年度比2,503千|｣J廟】

※今年は記帳義務制度の初年度。記１帳もれのないよ

う注意を.〃
ノ～ 

〈
事
務
所
〉

平
、
８
時
加
分
～
汀
時
ま
で

土
曜
、
８
時
釦
分
ｌ
Ｅ
時
ま
で

た
だ
し
、
金
融
窓
口
は
第
２
土

曜
日
休
業

〈
ス
ト
ア
ー
〉

月
雌
Ｈ
１
土
曜
日

９
特
訓
分
Ｉ
田
崎
訓
分
ま
で

〈
生
産
費
材
店
舗
〉

平
日
８
時
釦
分
～
Ⅳ
時
ま
で

土
曜
日
８
時
刈
分
Ｉ
四
時
ま
手

|お|知|ら'せ’
Z二コ５
月
１
日
か
ら

業
務
時
間
が

変
わ
り
ま
す

グヘ グ、

M1麓,鱗1ﾎﾟ"
月スしてた

Ｒ祇滿』祭精 １Ｖ 

７日７業８土８１二１月
時時務時曜時を，３

禦禦灘ロ３０平日分、１
１業８

１０１３１８１７務月
時時時時と３１
ままままい日
ででででたま

昭和59年度農業所得税手続き終る’

結果催下記の通I）とな'>議した。

E,ｉｆ:蒜|AI脱着戸数1807計(前年度比5ﾕ戸増）

納税金額２１↑()8と千u｣<献年度｣七2,i]O3fi:J轍）

〔今年は記'|腱義務制度の初年度。記帳もれのないよ

う注意を〃
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昭和60年４月10日
u1i農協だよ’」
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( Ｓ月乳 晏質のよいﾐﾉﾚｸをつくるために
こ』Ｍぎけは守りましょう。

●手と乳房を清潔にすること

●搾乳装置を正しく選び正しく使う二と
●ミルクの適切な冷却と貯蔵

辰名
鈴木修

高橋一男
高平幸夫
中木裏

半沢利、ｌｚ

国見一男

国貝実

斉藤哲雄

斉藤栄七

、｝藤秀7

千蕊清正

村．ル血行

山崎隆

後藤田信夫

斉須清志

今井靖情

１１】田昭男

房川喜延

井上亮夫

笠井剛

赤堀岩男

鈴木敏夫

開陽牧場
俵濡

名趣‘優

乾雅晴

乾祥
、｝東武

人山富雄
山下孝二

』上川栄治

水本正二

水本みどり

山本清
榎田英雄
穴吹貞明

佐藤きえ孑

佐々木昭雄
野、史郎
太出功

岡次郎

金子安有

高野国雄
巾林勇

工藤隆弘

赤彼江清

沢ＬＩ俊夫

桜ノト鍵雄
西１１」健

大西一郎

大西英明

福島llg憲

下川原政市
三輪貞夫
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●搾孚Lが終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチューブの定期交換

●ミルキングシステムの定期点検
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氏名 上旬 ・馴句 下旬
鈴木催

高』橋･一男

商、!ｚ幸夫

[i：本要

半沢利、ljz

国見‘・男

国見実

斉藤１可雄

斉藤栄ｉ７

､｝藤秀了

千一蕊清正

当幌地区 長渕貞義 木;。，』i：IIL「ｶﾞﾆｲ

飯島）ﾋﾉｴ叩 0 7；崎多「:目 １１」崎陸
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西垣＞L二人 小針ｌ１ｉ１ｊ僧 笠井剛
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
町
京
七
条
南
二
丁

』

目
中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
四
月
二
十
日
ま
で

＊
応
募
下
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
発
表
は
六
月
号
紙
面
で
い
た
し
ま

、
瓦

〔
二
月
号
の
当
選
者
〕

｜
｜
月
号
の
正
解
は
「
三
つ
」
（
下
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
応
募
省
数
二

P霊長、

十
二
門
で
正
解
蒜
は
十
一
名
で
し
た
。

正
解
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

俵
僑
乾
純
く
ん

〃
乾
亜
夫
ち
ゃ
ん

〃
牝
か
お
り
ち
ゃ
ん

高
嶺
小
林
健
一
く
ん

豊
間
口
梁
肋
ち
ゃ
ん

〃
白
築
出
ち
ゃ
ん

西
武
佐
佐
藤
鯵
く
ん

南
俵
橋
伏
几
さ
お
り
ち
ゃ
ん

〃
伏
見
ゆ
う
子
ち
ゃ
ん

開
陽
山
崎
千
代
美
ち
ゃ
ん

〃
山
崎
里
美
ち
ゃ
ん

知っr〔おきが、 <２月号の間違い個所＞

の知織
く根室税務署〉

◎
確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き
は

確
定
山
告
普
を
提
出
し
た
後
で
、

計
算
違
い
な
ど
収
告
内
容
に
間
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
人
は
、
お

早
め
に
次
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
ぎ

い
画

く
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

申
告
し
た
税
金
が
多
か
っ
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
ば
、
正
し
い
金
額

に
す
る
た
め
に
三
里
正
の
請
求
』
・
一
里
９

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
史
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は

甲
冑
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
。

序詞

〈
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
〉巾
上
口
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
令

額
に
す
る
た
め
に
「
修
正
申
告
」
を
し

て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
か
ら
調
査
託

受
け
る
前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
し

た
時
は
、
過
少
鬮
告
加
算
税
が
か
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
な
る
へ
く
早
く
千

続
き
さ
れ
た
方
が
有
利
で
す
や

手
続
き
な
ど
で
分
か
ら
な
い
点
か

あ
り
ま
し
た
ら
、
並
滞
り
の
税
務
相

談
室
か
税
務
所
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。


